
H18年度一般会計補正予算

議員の期末手当５％カットを継続する条例

妊産婦健診の公費助成拡大を求める陳情

後期高齢者医療制度の中止を求める陳情

新テロ法案に反対する意見書
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緑
の
会

社
民
党

公
明
党

流
政
会

民
主
・

市
民
ク
ラ
ブ

日　

本

共
産
党

衆
議
院
を
解
散
し
て
、信
を
問
え

　

「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
を
め
ぐ

り
、
福
田
首
相
は
「
公
約
違
反
は
大
げ

さ
」
と
発
言
。
国
民
の
怒
り
が
沸
騰
し
、

内
閣
支
持
率
は
30
％
台
ま
で
急
落
し
て

い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
投
機
資
金
の

暗
躍
で
石
油
価
格
が
暴
騰
。
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
物
価
が
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
上
が

っ
て
ま
す
。

　

い
ま
、
国
民
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、

貧
困
・
格
差
か
ら
国
民
の
暮
ら
し
を
ま

も
る
こ
と
。
そ
れ
な
の
に
、
政
府
が
や

っ
て
い
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
洋
上
で
米

軍
等
に
無
料
で
給
油
を
続
け
る
こ
と
で

す
。

　

自
民
が
大
敗
し
た
参
院
選
は
、
国
民

の
声
で
政
治
が
動
く
時
代
の
さ
き
が
け

と
な
り
ま
し
た
。
「
大
連
立
」
を
模
索

す
る
二
大
政
党
で
は
な
く
、
真
の
野
党
・

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
、
今
年
こ
そ
、

自
公
の
悪
政
に
終
止
符
を
打
ち
、
「
国

民
が
主
人
公
」
の
政
治
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。

年
金
公
約
違
反
・
物
価
高
・
海
外
派
兵
法

　

貧
困
と
格
差
拡
大
で
市
民
所
得
は
減
る
ば
か
り
。

と
こ
ろ
が
、
共
産
党
が
提
案
し
た
「
議
員
期
末
手

当
５
％
カ
ッ
ト
継
続
」
条
例
に
自
公
民
社
が
反
対
。

「
市
長
に
続
い
て
議
員
も
か
」
と
の
市
民
の
声
が
。

一
方
、
市
民
が
提
出
し
た
「
妊
産
婦
健
診
拡
充
」

の
陳
情
に
「
市
が
や
る
と
言
っ
て
い
る
」
と
反
対
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
中
止
」
の
陳
情
も
反
対
・
不

採
択
に
す
る
な
ど
、
市
民
の
願
い
に
背
を
む
け
る

自
公
民
の
姿
が
ク
ッ
キ
リ
と
現
れ
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊

　

新
テ
ロ
法
案
な
ど
、
国
政
で
は
自
公
と
対
決
す

る
民
主
。
市
議
会
で
は
協
調
ぶ
り
が
目
立
ち
ま
す
。

共
産
党
が
提
案
し
た
「
新
テ
ロ
法
案
反
対
」
意
見

書
に
な
ん
と
反
対
討
論
。
「
自
民
が
や
る
べ
き
討

論
だ
」
と
ヤ
ジ
も
。
さ
ら
に
、
共
産
党
の
意
見
書

提
案
に
「
省
庁
の
机
に
積
ま
れ
て
い
る
だ
け
。
何

の
効
果
が
あ
る
の
か
」
と
地
方
自
治
法
で
認
め
ら

れ
て
い
る
意
見
書
提
出
を
否
定
す
る
発
言
に
は
、

他
党
議
員
も
呆
れ
顔
で
す
。

妊産婦健診拡充の陳情、後期高齢者医療中止、消費税増税反対

市民の願いに背をむける　市民の願いに背をむける　市民の願いに背をむける　自・公・民

高
齢
者
の
税
負
担
軽
減
へ

２
０
０
７
年
実
績

【
そ
の
他
の
実
績
】

　

新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
に
お

迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
の

海
上
自
衛
隊
撤
退
、
高
齢
者
や

障
害
者
施
策
の
見
直
し
の
表
明
、

原
油
高
騰
に
対
す
る
緊
急
策
な

ど
、
国
民
の
声
が
政
治
を
大
き

く
動
か
し
ま
し
た
。

　

流
山
市
で
も
、
障
害
者
控
除

や
耐
震
診
断
助
成
制
度
な
ど
、

市
民
の
願
い
が
一
歩
ず
つ
前
進

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
同
時
に
、
Ｔ
Ｘ
沿
線

の
ま
ち
づ
く
り
を
聖
域
化
し
、

職
員
減
ら
し
と
民
間
活
力
導
入

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ
ト

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
ん
な
市

政
の
転
換
を
求
め
、
み
な
さ
ん

の
願
い
実
現
の
た
め
に
全
力
を

つ
く
し
ま
す
。
ご
い
っ
し
ょ
に

希
望
あ
る
日
本
を
築
い
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
日
本
共
産
党
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
税
控
除
（
障
害
者
控
除
）
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
市
県
民
税
だ
け
で
な
く
、

国
保
・
介
護
の
負
担
を
大
幅
に

軽
減
で
き
ま
す
。

●
保
育
料
の
第
二
子
半
額
。
幼

稚
園
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
。

●
八
木
北
小
や
東
深
井
中
な
ど

の
耐
震
補
強
工
事
。
サ
ポ
ー

ト
教
員
の
増
員
。

●
学
童
保
育
へ
の
補
助
金
（
障

害
児
加
算
）
基
準
を
拡
大
。

●
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
診

断
へ
の
補
助
。

●
江
戸
川
台
駅
・
南
柏
駅
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
。
南
流

山
駅
ホ
ー
ム
屋
根
の
延
長
。

●
東
谷
地
域
の
防
災
公
園
。等

々

日　本
共産党
日　本
共産党
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身
近
な
要
求
実
現

身
近
な
要
求
実
現

旧
日
光
街
道
大
橋
交
差
点

「
安
全
対
策
を
講
じ
る
」と
約
束

バ
ス
通
り
危
険
な
交
差
点
に

信
号
設
置
へ（
南
流
山
）

小
田
桐
た
か
し

い
ぬ
い
紳
一
郎

江
戸
川
台
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
始
ま
る

高
野　

と
も

側
溝
の
清
掃
で
流
れ
が
よ
く

な
り
ま
し
た  

松
ヶ
丘
４
丁
目

徳
増
き
よ
子

　11月22日付広報「行財政改革特集号」
は、過去4年間の「行革」で約37億7千
万円の節約と報じました。
　税金のムダづかいをなくすのは当然で
すが、問題は使い方です。
　市長が議会答弁で「ＴＸ沿線開発事業」
を第一に挙げたように、多くが開発に使
われているのです。開発区域の上下水道
整備のための借金も増加。しかし、既存
市街地ではその計画さえないところも。
　市民から吸い上げた税金は市民の暮ら
しのために使うべきです。

　千葉県が運動公園周辺の区画整理

事業『見直し案』を発表。わが党の

指摘どおり、49億円の赤字が見込

まれ、新たな補助金投入などで穴埋

めを計画しています。市長は「さら

に税金投入する」「事業促進のため

市有地（１㌶）を活用」と言及。ズ

サンで過大な公共事業に税金の垂れ

流しでは『見直し』とは言えません。

　計画の縮小も含めた見直しこそ、

いま必要ではないでしょうか。

市民から吸い上げ
　　　　37億7千万円
その多くを巨大開発に

市民から吸い上げ
　　　　37億7千万円
その多くを巨大開発に

このままでは
更なる税金投入へ
このままでは
更なる税金投入へ
このままでは
更なる税金投入へ

　

平
成
17
年
度
か
ら
南
流
山

中
学
校
で
、
「
試
行
」
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
学
校
給

食
調
理
の
民
間
委
託
。
当
局

は
、
教
育
と
し
て
の
給
食
が

実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

も
検
証
せ
ず
、
来
年
度
か
ら

さ
ら
に
北
部
中
学
校
で
も
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
理
の
民
間
委
託
は
、
労

働
法
制
に
よ
り
委
託
さ
れ
た

業
者
が
責
任
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
当
局
も
認
め
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
献
立
や

食
材
購
入
は
市
が
や
る
と
し

て
い
る
た
め
、
労
働
局
で
は

「
偽
装
請
負
の
可
能
性
が
高
い
」

と
も
。

　

ま
た
、
民
間
は
当
然
利
益

を
求
め
、
安
か
ろ
う
悪
か
ろ

う
と
い
う
給
食
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
安
全
で
豊
か
な

給
食
保
障
の
た
め
に
も
民
間

委
託
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　

市
長
は
11
月
の
広
報
に
ご

み
特
集
を
掲
載
、
「
ご
み
有

料
化
」
を
審
議
会
に
諮
問
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
み
が

何
故
増
え
て
い
る
の
か
、
そ

の
分
析
や
取
り
組
み
の
反
省

は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

上
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
、

い
っ
た
ん
ご
み
は
減
っ
て
も
、

そ
の
後
増
加
す
る
の
が
全
国

の
例
。
説
明
と
納
得
に
よ
る

「
意
識
改
革
」
こ
そ
が
ご
み

問
題
解
決
の
カ
ギ
で
す
。

　

苦
し
い
生
活
の
中
か
ら
重

い
税
金
を
払
っ
て
い
る
市
民

に
と
っ
て
、
「
ご
み
有
料
化
」

は
、
税
の
二
重
取
り
で
す
。

市
民
の
運
動
で
、
「
ご
み
有

料
化
」
を
は
ね
返
し
ま
し
ょ

う
。

ＴＸ新線沿線開発

ご
み
処
理
有
料
化
は
許
せ
な
い

ご
み
処
理
有
料
化
は
許
せ
な
い

ご
み
処
理
有
料
化
は
許
せ
な
い

ご
み
問
題

ご
み
問
題

民
間
委
託
「
偽
装
請
負
」
の
疑
い
も

民
間
委
託
「
偽
装
請
負
」
の
疑
い
も

民
間
委
託
「
偽
装
請
負
」
の
疑
い
も

学
校
給
食

学
校
給
食

　

原
油
の
高
騰
に
よ
り
食
料

品
や
生
活
必
需
品
な
ど
の
値

上
げ
が
家
計
を
直
撃
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
灯
油
の
値

上
げ
は
４
年
前
の
２
倍
以
上

に
な
り
、
市
民
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
命
の
問
題
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
高
齢
者

や
低
所
得
者
な
ど
に
対
し
、

流
山
市
で
も
「
福
祉
灯
油
」

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
質
問
。
住
民
団
体
と
一
緒

に
署
名
を
集
め
、
国
会
へ
提

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
国
は
灯
油

高
騰
の
緊
急
対
策
と
し
て
寒

冷
地
に
限
ら
ず
特
別
交
付
金

で
支
援
す
る
と
、
基
本
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

流
山
市
で
も
「
福
祉
灯
油
」

を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

 
 
 
 
 

　

「
も
う
払
い
き
れ
な
い
」
…
。

国
保
料
の
負
担
増
に
悲
鳴
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
で
は
、
税
制
や

医
療
制
度
の
改
悪
で
、
低
所

得
者
の
負
担
が
さ
ら
に
増
え

る
仕
組
み
を
指
摘
し
、
「
来

年
度
は
、
せ
め
て
値
上
げ
す

る
な
」
と
要
求
。
市
長
は
「
値

上
げ
し
な
い
」
と
約
束
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
保
料
が
払
え
ず
、

資
格
証
明
書
（
病
院
窓
口
10

割
負
担
）
が
発
行
さ
れ
た
場

合
、
乳
幼
児
で
も
２
年
に
１

回
（
正
規
保
険
証
の
場
合
は

年
９
〜
10
回
）
し
か
病
院
に

か
か
れ
な
い
実
態
を
、
は
じ

め
て
市
が
認
め
、
「（
子
ど
も

へ
の
資
格
書
発
行
に
つ
い
て

は
）
最
大
限
配
慮
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

「
来
年
度
は
値
上
げ
し
な
い
」

と
市
長
約
束

「
来
年
度
は
値
上
げ
し
な
い
」

と
市
長
約
束

「
来
年
度
は
値
上
げ
し
な
い
」

と
市
長
約
束

国保国保
　

２
期
目
を
迎
え
た
井
崎
市
政
。
自
公
民
の
翼
賛
体
制
が
深
ま
る
一
方
、
共
産
、
自
民
が
い

っ
し
ょ
に
県
へ
の
医
療
費
助
成
拡
充
の
意
見
書
を
提
案
す
る
等
、
議
会
の
変
化
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
、
灯
油
代
な
ど
物
価
高
が
増
税
・
負
担
増
の
痛
み
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
緊
急
対
策
も
ふ
く
め
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

日 本 共 産 党
「
福
祉
灯
油
」
の
実
現
を

「
福
祉
灯
油
」
の
実
現
を

「
福
祉
灯
油
」
の
実
現
を

緊
急
対
策

緊
急
対
策

この願いに応えるこの願いに応えるこの願いに応える
「負担が大変、灯油の値上げ何とかして」
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徳増きよ子
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小田桐たかし
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いぬい紳一郎
市議会議員

高野  とも
市議会議員




